
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月からの活動では、古文書（福島家文書）の整理に取り組んでいます。 

まず、文書の内容を１点ずつ確認して、手書きの文書目録を作成します。破損や劣化している文書は、

中性紙の薄葉紙で包んで、劣化が進まないように保護します。そして、文書を中性紙の封筒に 1 点ずつ

収納します。封筒に入らない大きさの文書は、中性紙の厚紙で手作りの帙を作成します。 

手書きの目録は、順次、パソコンのエクセルファイルに入力して福島家文書の目録を作成中です。 

6 月～8 月 活動日 20 日  活動参加者 のべ 135 人 

整理した福島家文書 約 850 点／1400 点 

           手書き目録データのパソコン入力（エクセルファイル） 約 550 点分のデータ入力済 

     

 

  

広島県立文書館ボランティアのみなさん 

左から三浦さん・渡辺さん・諸富さん・下向井さん・古田さん・久保さん・小熊さん・富永さん・宮原さん 

ボランティア活動通信 №１ 

広島県立文書館では、令和５年４月から「広島県立文書館ボランティア」を募り、６月から活動を開始しました。 

現在、9 名のボランティアのみなさんが、毎週２回（月曜日・水曜日、10:00～15:00）、古文書整理の活動に参加し

ています。ボランティア通信では、ボランティアのみなさんの活動の様子を紹介します。 

整理中の福島家文書 

     

 

  

文書館研修室でのボランティア活動の様子 

  

令和 5 年 8 月 30 日 



 

 

  

文書の内容を 1 点ずつ確認して，手書き目録を作成します。 

。 

 

     

 

  

手書きの文書目録     

 

  

崩し字辞典で調べたり，みんなで相談したり…     

 

  

手書きの目録をパソコンに入力します。     

 

  

封筒に入らない文書は中性紙の厚紙で帙をつくります。     

 

  

文書にぴったりフィットした帙の完成     

 

  

入力中の文書目録はこんな感じ     

 

  
整理した文書を番号順に並べます。     

 

  

中性紙の文書保存箱に収納して書庫へ！     

 

  


